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《
提
言
書
の
主
な
内
容
》

１
．
村
が
当
面
の
除
染
目
標
値
と
す

る
、
年
間
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

な
る
よ
う
、
本
格
除
染
及
び
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
国
の
長
期
目
標
値
で

あ
る
追
加
被
ば
く
線
量
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
早
期
達
成

を
目
指
す
こ
と
。

２
．
帰
還
困
難
区
域
以
外
の
高
線
量

地
域
の
除
染
に
つ
い
て
は
、
他
の

比
較
的
線
量
が
低
い
地
域
と
同

じ
方
法
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
的

な
除
染
方
法
を
平
成
27
年
度
内

に
示
す
こ
と
。

３
．
村
の
営
農
再
開
の
た
め
に
は
農

業
用
利
水
施
設
（
た
め
池
、
用
水

路
等
）
の
除
染
が
不
可
欠
で
あ

り
、
農
業
用
利
水
施
設
か
ら
再
汚

染
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
。

　
　

併
せ
て
、
農
地
に
つ
い
て
は
徹

底
し
た
除
染
を
行
う
こ
と
。

４
．
村
民
か
ら
信
頼
を
回
復
す
る
よ

う
な
誠
実
な
除
染
を
行
う
こ
と
。

交通のきまりについて
家族みんなで確認しましょう

Q 平成 27 年度飯舘村教育委員会の教育施策の一つ、「自
じ

己
こ

肯
こう

定
てい

感
かん

の高揚」。そもそも、「自己肯定感」て何ですか⁉
A 自己肯定感について八巻義德教育長に聞いてみました！
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／
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こ
れ
は
、
30
年
前
、
御
巣
鷹
山
に
墜
落
し
た
日
航
機

に
乗
り
合
わ
せ
て
亡
く
な
っ
た
29
歳
の
父
親
が
二
歳
の

長
男
に
書
き
残
し
た「
遺
言
」で
す
。
○
○
と
は
当
時
二

歳
の
息
子
の
名
前
で
す
。
墜
落
の
途
中
、
手
帳
に
必
死

の
思
い
で
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
っ
か
り
生
き
ろ
、
立
派
に
な
れ
と
は
、
親
で
あ
れ

ば
誰
で
も
本
音
で
、
わ
が
子
が
そ
の
よ
う
に
生
き
、
そ

う
な
る
よ
う
に
願
い
、
ま
た
親
と
し
て
の
自
覚
を
強
く

意
識
す
る
言
葉
で
す
。
で
も
今
の
時
代
、
家
庭
で
よ
く

聞
く
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
と
思
え
て
も
具
体
的
な
意
味
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ

と
や
、
わ
が
子
に
対
し
て
強
い
意
志
で
教
え
を
表
現
で

き
る
親
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
○
○
君
は
、
父
親
の
遺
言
を
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
て
父
親
の
い
な
い
人
生
を
し
っ
か
り
と
生

き
、
立
派
に
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
は

し
っ
か
り
生
き
る
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
、
立
派

に
な
る
と
い
う
結
果
が
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
舘
村
の
保
護
者
の
皆
様
も
、
こ
の
言
葉
を
心
に
念

じ
、
は
っ
き
り
と
言
葉
に
も
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
わ
が
子
が
き
っ
と
ひ
と
か
ど
の
人
間
に
育

つ
と
信
じ
ま
す
。
子
育
て
の
責
任
が
果
た
せ
ま
す
。

教
育
相
談
の
申
し
込
み　

飯
舘
中
学
校
教
頭
ま
で
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自分を認め、自信を持って人生を切り拓いていく「自己肯定感の高い子」を目指してみっぺ！

13

新しい年度が始まり、子どもたちの元気な声があふれ、私たち、飯舘村教育委員
会も元気をいただいています。今年度、村教育委員会で取り組む「自己肯定感を高
める」について、3 回に分けてお話しします。

１回目は、「自己肯定感」て何？です。
自己肯定感とは、自分が「生きる価値のある人間」、「誰かに必要とされる人間」、「か

けがえのない人間」など、自分自身を肯定する感情です。人間には、良い点も、伸
ばしたい点も、強くしたい点もあります。それを前向きに受け入れる気持ちです。

自己肯定感の高い子どもは、自信と挑戦する意欲を持っています。
その前向きさに人が集まり、その人たちとかかわって生きていきます。自己肯定

感と反対のことばは、自己否定感、自信喪失感で、挑戦に臆病になったり、失敗を
恐れたりする感情です。

来月2回目は、「子どもたちの自己肯定感はこうすると高くなる」をお話しします。
　　　　　　　　　　　　　　　　飯舘村教育長　八巻義德

▲�除染の課題について提言がありました

▲�６年生全員が家庭の交通安全推進員です

飯
舘
村
ま
で
い
な
除
染
会
議

「
飯
舘
村
の
除
染
に
関
す
る

提
言
書
」提
出

報告のページ報告のページ
　

３
月
30
日
、
国
が
行
う
除
染
事
業

を
検
証
し
て
い
る
「
飯
舘
村
ま
で
い

な
除
染
会
議
」
が
、「
飯
舘
村
の
除

染
に
関
す
る
提
言
書
」
を
ま
と
め
、

飯
野
出
張
所
に
お
い
て
、
菅
野
宗
夫

委
員
長
と
愛
澤
文
良
副
委
員
長
か
ら

村
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
提
出
の
際
、
菅
野
委
員
長

か
ら
「
村
復
興
に
は
除
染
が
不
可
欠
。

全
村
民
が
納
得
し
安
心
し
て
帰
村
で

き
る
除
染
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

に
」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

１．車に乗ったら必ずシートベルトを着用
２．子どもが乗車する時は、

チャイルドシートの着用
３．自転車に乗る時は、必ずヘルメットを
４．家族みんなで交通のきまりを守るように

声をかけ合いましょう

　

４
月
８
日
、
草
野
・
飯
樋
・
臼
石

小
学
校
に
お
い
て
、
３
校
の
６
年
生

を
対
象
に
「
家
庭
の
交
通
安
全
推
進

員
」
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
猪
狩
博
之
南
相
馬
警

察
署
飯
舘
駐
在
所
長
か
ら
３
校
の
児

童
代
表
へ
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
猪

狩
所
長
か
ら
「
交
通
安
全
推
進
員
と

し
て
、
交
通
の
き
ま
り
を
よ
く
守
り
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
家
庭
の
交
通
安
全
推
進
員
」
は
、

小
学
校
の
最
上
級
生
で
あ
る
6
年
生

が
、
下
級
生
の
お
手
本
と
な
る
よ
う

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
た
り
、
家
族
み

ん
な
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
声

を
か
け
た
り
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
交
通
安
全
を
意
識
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
木
幡
圭
吾

さ
ん
（
草
野
小
６
年
）
は
「
し
っ
か

り
と
交
通
の
き
ま
り
を
守
り
、
み
ん

な
の
お
手
本
に
な
り
ま
す
」
と
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。

交
通
安
全
は

　
　
家
庭
か
ら

家
庭
の
交
通
安
全
推
進
員


